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本剤とワルファリンカリウム製剤（以下ワルファリン）の併用において、著しいINR上昇やワルファリン

の作用が増強したことによる出血が疑われる症例が報告されております。 

本剤とワルファリンとの併用においては、本剤の添付文書に下記の通り記載し、注意喚起をしておりま

す。 

 

慎重投与（両剤共通） ワルファリンを投与中の患者 

重要な基本的注意 
（両剤共通） 

本剤とワルファリンとの併用において、ワルファリンの作用が増強し、著し
いINR上昇を来した症例が報告されている。本剤投与開始にあたっては、あ
らかじめワルファリン服用の有無を確認し、ワルファリンと併用する場合
は、プロトロンビン時間測定及びトロンボテストの回数を増やすなど慎重に
投与すること。 

相互作用-併用注意 
（フルコナゾール製剤） 

プロトロンビン時間の延長、著しいINR上昇及び出血傾向（挫傷、鼻出血、
消化管出血、血尿、下血等）の報告がある。 

相互作用-併用注意 
（ボリコナゾール製剤） 

本剤との併用により、プロトロンビン時間が1.9倍延長した。また、著しい
INR上昇を来した症例が報告されている。 

 

本剤の使用にあたっては、以下の事項にご注意ください。 

 

 

 

 

 

 

 

適正使用のお願い 

《深在性真菌症治療剤》 

 
《フルコナゾール注射液》 

①必ずワルファリンの服用の有無を事前に確認してください。 

②ワルファリンと併用する場合は、プロトロンビン時間の測定及びトロン

ボテストの回数を増やすなど慎重に投与してください。 

【慎重投与】：ワルファリンを投与中の患者 

【重要な基本的注意】：ワルファリン服用の有無を確認 

【相互作用（併用注意）】：著しい INR 上昇 

《深在性真菌症治療剤》 

 
《ボリコナゾール錠》 

重 要 


